
 

1 

 

ドロップ・サイト・デイリー、５月４日：ホルムズ海峡に注目が集まる；イスラエルがレ
バノンで 60 人以上を殺害；連邦裁判所が郵送による中絶を一時停止 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イランと停戦  

 ＊イラン、米国の対案を検討：イラン外務省のイスマイル・バガイ報道官は５月４日、イランの提案に対する米国の対案

を政府が検討していると述べた。「米国のメッセージをパキスタン経由で受け取った。現在検討中で、現時点では詳細につ

いて話すことはできない」と、報道官は４日に国営テレビで報道された記者会見で語った。彼は米対案の内容については明

らかにせず、「ウラン濃縮や核物質に関する問題はあくまで米国の憶測にすぎず、現段階では戦争の完全停止以外のことを

話し合う必要はない。方向は今後決定されるであろう」と述べ、「現段階では、戦争終結が我々の優先事項だ。相手は合理

的なアプローチを取り、イランに対する過剰な要求を捨てるべきだ」と付言した。  

・４月３０日にイランは仲介者パキスタンを通じて戦争終結に向けた主要条件を概説した１２項目提案をした。  

・５月３日、トランプ大統領は、イスラエルのテレビ「カン」で、イランの提案を「受け入れられない。検討した

が、受け入れられない」と述べ、「イランはディールを望んでいるが、私は彼らの提示したものに満足していない」と

付言した。 

 ＊米国、ホルムズ海峡でタンカーを誘導する作戦を実施すると発表：トランプ大統領は５月３日、外国船舶をホルムズ海

峡から誘導する海上作戦を５月４日から始めると発表した。彼はこの作戦を「プロジェクト・フリーダム」と名付ける人道

支援ミッションと位置づけ、イランによる妨害行為には「断固として」対応すると警告した。米中央軍によると、誘導ミサ

イル駆逐艦数隻と１万５０００人の兵士がこの作戦に参加する。  

・イラン高官はドロップ・サイトのジェレミー・スカヒル記者に対し、イラン指導部はホルムズ海峡の「現状」を変

えようとするいかなる試みも拒否し、海峡を横断しようとする船舶をすべて阻止すると述べた。彼は、トランプの行動

は「イランを挑発して交戦へ踏み出させ、それを口実に戦争エスカレーションを図り、イランに対するさらなる軍事行

動を正当化使用とする企みだ」と語った。「米軍艦隊は回廊地帯から遠く離れたところにいる。商船が移動を試みれ

ば、米艦隊が到着する前に攻撃されるだろう」と付け加えた。 

 ＊イラン、米海軍艦を攻撃と発表：イラン国営メディアによると、イランのイスラム革命防衛隊（IRGC)は５月４日、停

止命令を無視した米海軍艦を攻撃した主張した。米中央軍（CENTCOM)はこれを否定し、ホルムズ海峡で米軍艦艇が攻撃

された事実はないと言った。CENTCOM は X 投稿で、「米軍はプロジェクト・フリーダムを支援してイランのすべての港

に対する海上封鎖を実施している」と述べた。その後の投稿で、「米国籍の商船２隻がホルムズ海峡を無事通過し、航行を

続けている」と述べた。IRGC は今日海峡を通過したタンカーと商船は１隻もないとして、この投稿を否定した。「米国当

局者の主張は根拠がなく、まったくの嘘だ」と IRGC は述べた。 

 ＊UAE、イランによるタンカー攻撃を発表：UAE は５月４日、イランがホルムズ海峡でアブダビ国営石油会社

（ADNOC)のタンカーに対し、自爆ドローン２機を発射したと発表した。死傷者の報告はない。UAE 外務省は「商船を攻

撃し、ホルムズ海峡を経済的強制や脅迫の手段をして利用するのは、イラン革命防衛隊の海賊行為だ」いう声明を出した。 

 ＊イラン沿岸付近でばら積み貨物船が小型船に襲撃された：英国海上貿易運用庁（MTTO)は５月２日、北上していたば

ら積み貨物船がイラン南部沿岸のシリクの西方１１海里で、複数の小型船に襲撃された言う警報を２件出した。ファルス通

信によれば、イラン軍はばら積み貨物船を拿捕したり攻撃したという報道を否定し、貨物船は定期的監視手続きの一環とし

て、イラン海軍が書類審査のために停船させただけである、と述べた。 

 ＊イランのタンカーが米海軍の海上封鎖を回避：５月４日のハアレツ紙記事は、液化ガス・タンカー「XAVIA」がイラ

ンの港を出航し、ホルムズ海峡を通過したと報じた。ハアレツ紙は海運分析グループ「タンカー・トラッカーズ」の情報を

引用して、同船が米海軍の展開海域を航行し、何事もなくイラン領海を離れたと報じた。XAVIA 号は前にアッサルイェで

積荷するのを見られ、数日前にはオマーンのソハール港付近に姿を現した。また。イラン国営タンカー会社（NITC)のス

ーパータンカー「HUGE」も、約１９０万バレル（約２億２０００万ドル相当）の原油を積載し、米海軍の封鎖を回避し
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て極東に着いた。同船は３月２０日に追跡信号が途絶えたが、インドネシアのロンボク海峡で再び姿を現しシンガポール近

くのリアウ諸島へむかっていたと、タンカー・トラッカーズが報じた。 

 ＊拿捕されたイラン船の乗組員イランへ帰還：米軍に拿捕されたイランのコンテナ船「MV Touska」の乗組員１５人が

イランに到着したと、ファルス通信が報じた。その前に、パキスタン外務省は、米国が同船に乗っていた２２人の乗組員全

員をパキスタンに送っていたので、彼らをイランに引き渡すと発表していた。パキスタン外務省はこれを「信頼性構築措

置」と呼んだ。 

 ＊米海軍、ホルムズ海峡での AI による機雷探知に１億ドルの契約：ブルームバーグ通信によると、米海軍はサンフラン

シスコに拠点を置くドミノ・データ・ラボ社に最大１億ドルの契約を発注し、ホルムズ海峡でイランが設置した機雷を探知

する無人潜水艇に人工知能（AI)を搭載する。 

 ＊中国、米国制裁への不服従を企業に命令：中国商務省は５月４日、２０２１年に導入した「ブロッキング法」1を初め

て発動し、イラン産原油を購入したとして米国が制裁対象とした中国の独立系石油精製企業５社など中国企業や個人に対

し、制裁措置への不服従を命令した。これによって多国籍企業は米国と中国の両法律の直接的紛争に巻き込まれる。中国政

府は、２つの米大統領令に基づいて展開される米国の措置を「不当」で「不適切」と非難している。 

 ＊トランプ大統領、３度も議会を迂回して、イスラエルと湾岸諸国へ８０億ドル相当の武器売却を迅速承認：マルコ・ル

ビオ国務長官は５月１日、緊急権限を発動して、イスラエル、カタール、アラブ首相国連邦、クウェートへの８０億ドル以

上の武器販売を承認した。販売される武器は、防空システム、パトリオット・ミサイル、レーザー誘導ロケットなど。国務

省はそれぞれの国に「即時武器販売を必要とする緊急事態が存在する」と判断したと報道されている。米・イスラエルのイ

ラン戦争開始以来、議会を迂回する措置をしたのはこれで３回目になる。 

 ＊クウェート、４月に１９９１年以来初めて原油輸出ゼロとなる：２０２６年４月、クウェート石油公社の原油輸出は

ゼロであった。湾岸戦争以降初めての輸出完全停止であった。米国によるホルムズ海峡封鎖のため、クウェート石油公社は

４月１７日に不可抗力条項の適用を延長せざるを得なくなった。タンカー・トラッカーズと CNBC の観察によると、この

封鎖のためにクウェートの石油輸出収入のほぼ９０％が失われ、生産量もこの危機前の１日２７０万バレルから約１２０万

バレルに減少した。近隣諸国と異なりクウェートは代替えとなるパイプラインを持たず、輸出を全面的にホルムズ海峡に依

存していたので、この危機は極めて深刻である。石油収入は国家予算の約９０％を賄っている。 

 ＊OPEC+、３か月連続の増産を承認：OPEC+加盟７カ国は５月３日、６月の生産割当量を日量１８万８０００バレル

に引き上げることに合意した。３か月連続の増産となる。しかし、アル・ジャジーラは、ホルムズ海峡封鎖でサウジアラビ

ア、イラク、クウェートからの輸出が制限されて実質的な供給増加が困難になっていることを考慮すると、この増産は「控

え目で、ほとんど象徴的な意味」しかないと報じた。ブレント原油は直近で１バレルあたり約１０８ドルで取引されてお

り、２０２６年に入って約８０％の価格上昇である。OPEC+全体の生産量は、３月は２月と比べて日量７７０万バレルの

減少であった。今回の増産は、６０年以上も加盟国であった UAE が５月１日に正式に脱退して以来、OPEC+にとって初

めての決定となる。 

 ＊イランで５人処刑：ミザン通信によると、イランは５月３日、メフディ・ラッスリ、モハンマド・レザ・ミリ、エブ

ラヒム・ドラタバードの３人を、１月に東部都市マシュハドで発生した抗議活動で暴力行為罪で有罪となったので、処刑し

た。また、ヤグーブ・カリムプールとナセル・バカルザデの２人も、イスラエルの諜報機関モサドに協力した罪で有罪とな

ったので、５月３日に処刑した。イラン・メディアによると、カリムプールはモサド工作員に機密情報を漏洩した罪、バカ

ルザデはイスファハン州のナタンツ核施設周辺や政府関係者や宗教指導者やその他重要施設に関する情報取集をモサドのた

めに行った罪で、有罪判決を受けた。 

 

 

 

 

 

1 中国が不当と見做した外国の法律などから自国企業を守るために、それを守るなと命じる。 
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レバノン 

 ＊死者数：レバノン保健所によると、３月２日以降、イスラエルのレバノン攻撃による死者は２，６９６人、負傷者

８，２６４人となった。また、イスラエルは４月１６日のいわゆる「停戦」合意以降も約５００人のレバノン人を殺害し

た。 

 ＊イスラエルのレバノン攻撃： 

・５月４日の攻撃で６人死亡：レバノン国営通信社によると、５月４日、南レバノンのティルス県の町シュールへの

空爆で２人が死亡した。レバノン保健所の発表によれば、南部のヤハマール・アッシャキフへの２回の空爆で４人が

死亡した。  

・５月３日、イスラエル軍はレバノン各地を攻撃、少なくとも２０人が死亡した。サマイエのモスクへの夜間のドロ

ーン攻撃で３人が死亡。ナバティーエ地区のアラブ・サリームにあるアル・ウストゥーラ・レストランの隣の薬局への

攻撃で２人が死亡し、敷地内のガスボンベが爆発して火災になったと、ロリアン・トゥデイが報じた。ビント・ジュベ

イル地区のハリスへのドローン攻撃では、原付バイクの１人が死亡、スリファへの攻撃ではイスラム保健委員会の救助

隊員４人が負傷した。  

・イスラエル、２４時間で４１人を殺害、８９人を負傷させた：レバノン保健省は、５月２日にイスラエル軍の南レ

バノンと国境付近への空爆と砲撃で４１人が死亡、８９人が負傷したと発表した。レバノン国営通信によると、ジェ

ジン地区アッルアイゼへの明け方の攻撃で、少なくとも３人が死亡し、ナバティーエ地区シューキンでは２人の死傷

者が出た。  

・インフラ被害：アル・マヤディーン紙によると、ナバティーエ地区のマジュダル・セルムで赤十字チームの遺体回

収と負傷者避難活動を、イスラエル軍が妨害した。また、ロリアン・トゥディ紙によると、イスラエル軍は同地区の

９つの村に避難強制命令を出し、５月２日に新たに攻撃して少なくとも８人を殺害した。また、軍は国境沿いの村ヤル

ーンで聖救世主修道女会が運営する修道院と学校を破壊した。プレスＴＶのハディ・ホテイト記者は、イスラエル軍が

南レバノンのドゥウェイル村の築１００年の歴史的建造物であるコミュニティ・センターを破壊したと述べ、「我々人

民に対するテロがどこまで続くのかとても理解できない…１００年のわたる集団的記憶が消し去られた」と言った。 

 ＊ヒズボラ、イスラエル軍に対して１１回の攻撃を行ったと主張：ヒズボラは５月３日、南レバノンでイスラエル軍に対

して１１回の軍事行動を行ったと発表した。アル・バイヤダ、ナクーラ、アル・カンタラ、フーラらの地区で、ドローン

群、徘徊型グライダー、ロケット弾砲撃で、イスラエル軍部隊集結地、軍用車両、司令部、ブラットの新しく設営された軍

陣地を攻撃した。ヒズボラはこれらの攻撃を、イスラエル軍の停戦違反と民間人村落への攻撃を防止するための「最低限の

義務」と位置づけた。 

 ＊ネタニヤフ首相、ヒズボラの攻撃を受け、緊急会議招集：ネタニヤフ首相は、ヒズボラのドローン攻撃脅威が高まって

いることへの対策を議論するために、緊急安全保障会議を招集したと、チャンネル１４が報道した。会議では、電子戦への

耐性を高めるための光ファイバー誘導システムについて議論された。 

 

ガザ・ジェノサイド、西岸地区、イスラエル 

 ＊死傷者数：過去２４時間で、ガザ回廊でパレスチナ人２人が死亡、９人が負傷した。２０２３年１０月７日以降の死

者は７２，６１２人、負傷者は１７２，４５７人となった。ガザのパレスチナ保健省によると、いわゆる「停戦」初日の１

０月１１日以降のイスラエル軍のガザ回廊攻撃で、少なくとも８３２人のパレスチナ人が死亡し、２，３５４人が負傷し

た。瓦礫の下から回収された遺体は７６７体である。  

・WAFA 通信によると、５月４日、ガザ市南東部へのイスラエル軍の攻撃で、パレスチナ人１人が死亡、数人が負

傷した。また、アル・ブレイジ難民キャンプの北へのドローン攻撃で１人が死亡、数人が負傷した。さらに、ガザ回廊

北部のアル・アタトラ地区で、４２歳のムーサ・アル・アビヤドがイスラエル兵に射殺された。  

・アラビア語オンライン・メディア「ウルトラ・パレスチナ」が引用した情報筋によると、５月３日、ガザでパレス

チナ人３人（うち１人は子ども）がイスラエル軍に殺害された。回廊南部では、ハーン・ユーニス南方のキザン・ア

ブ・ラシュワン地区で、１５歳の少年リヤド・アブ・ナメルがイスラエル軍のドローンの破片で死亡した。回廊北部の
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ジャバリア難民キャンプでは、アハマド・アル・ハラシュがイスラエル兵に射殺された。ハーン・ユーニス東部でも

パレスチナ人１人が殺害された。 

・パレスチナ・オンラインによると、ガザ回廊中部のデイル・アル・バラフ東部で、ムハンマド・スビタンがイスラ

エルのドローン攻撃で死亡した。  

・また、５月２日、イスラエル軍は回廊各地を攻撃し、ハーン・ユーニス東部をイスラエル軍用車両が砲撃し、砲兵

隊がラファ西部を攻撃し、沖合からイスラエル海軍艦隊がハーン・ユーニスを艦砲射撃した。 

 ＊４月のイスラエル軍と入植者による襲撃は１６００件以上：西岸地区の分離壁・入植地抵抗委員会のムアイヤド・シ

ャアバン委員長によると、４月に起きたイスラエル軍と入植者による攻撃は１６３７件となった。軍の攻撃が１０９７件、

入植者の襲撃が５４０件であった。攻撃内容は、身体への暴力、数千本のオリーブの樹の破壊、農地への放火、財産没収、

家屋破壊であった。根こそぎ抜かれたり、毒性薬剤で損傷されたオリーブの樹は４，４１４本になると報告書が述べてい

る。一方、イスラエル政府は４月だけで３４の新たな入植地建設を発表した。また、ハアレツ紙の報道によれば、西岸地区

の違法入植地を連結する道路建設のために約２億７０００ドルの予算が５月４日承認された。 

 ＊パレスチナ人のための法律センターの「アダラー」の報告では、グローバル・スムード船団の活動たちは、イスラエル

当局の拘束の中で虐待された：人権団体アダラーによると、５月１日弁護士らはアシュケロンのシクマ刑務所で自由の船団

活動家のチアゴ・デ・アビラとサイフ・アブケシェクに面会した。２人は４月３０日、クレタ島近くの公海上で彼らの乗っ

た船が拿捕され、身柄拘束された。デ・アビラは弁護士に、うつ伏せにされて床の上を引きずり回され、激しく殴打され、

２回気を失ったと語った。彼は目隠しをされたまま隔離室で、情報機関のシャバクから尋問され、「テロ組織との関係」の

容疑で尋問を続けると告げられたと言った。アブケシェクは、手足を縛られ、目隠しをされ、うつ伏せで床に寝かされる虐

待を受けたと言った。２人は抗議のハンストを宣言した。イスラエル裁判所は正式な起訴をしないで、拘留を５月５日まで

延長した。 

 ＊イスラエル軍、ナブルスで、妻が初めての出産をして父親になったばかりの男性を射殺：パレスチナ保健省によると、

イスラエル軍は５月３日、ナブルス中心部でベビー服を買おうとしていたナイフ・サマロ（２６歳）を射殺した。赤三日月

社の関係者はハアレツ紙に対し、サマロはラフィディア病院で死亡が確認されたが、まさにその時、彼の妻が初めての子ど

もを出産したと話した。イスラエル軍は、投石があったために「脅威を取り除く」ために実弾を発射したと述べている。赤

三日月社は軍の攻撃で負傷した４５人を治療した。負傷者のほとんどは催涙ガス吸入によるものだった。パレスチナ・メデ

ィアは、ナブルス市内の商業地区で７０歳の男性が銃撃されたと報じている。 

 ＊世界報道自由デー、パレスチナ人はイスラエル軍の意図的なジャーナリスト攻撃を訴える：ガザのパレスチナ人は５

月３日、２０２６年の世界報道自由デーを記念して集会を開いた。人々はイスラエルによるジャーナリスト攻撃、特にイス

ラエル軍の行動を報道するジャーナリストを攻撃していることを訴えた。ドロップ・サイト・ニュースは、ガザ回廊ジャー

ナリスト組合の副代表タフシーン・アル・アスタルをインタビューして、以下の最新データを得た。 

・ガザ回廊で殺害されたジャーナリスト：２６２人。  

・レバノンで殺害されたジャーナリスト：１５人。  

・ガザ回廊で破壊されたメディア機関：１５０箇所。  

・破壊されたジャーナリストの自宅：７００軒。  

・避難せざるを得なくなったジャーナリスト：９００人、多くはテント生活。  

「これは衝撃的な数字だ」とアル・アスタルはドロップ・サイト・ニュースに語り、この衝撃的数字はイスラエルのジャー

ナリストを攻撃標的にする意図的で組織的な政策を物語っていると付言した。彼は人道条約に基づく緊急の国際行動を求め

た。 

 ＊イスラエル軍の西岸地区司令官、二段階武力行使を認める：ハアレツ紙によると、イスラエル国防軍中央軍司令官は

非公開のブリーフィングで、イスラエル軍が「１９６７年以来見られなかった規模で（パレスチナ人を）殺害している」と

述べた。アヴィ・ブルーシ少将は、西岸地区でパレスチナ人への発砲に関する交戦規則を緩和したことを誇りに思うと述

べ、特に壁を超えてイスラエルへ侵入する者への対応を強調した。ブルース少将は、今の交戦規則では、兵士が逮捕の際、

容疑者の膝または膝下を撃つことが認められていると述べ、「パレスチナの村々には侵入を試みた者たちの『足を引きずる
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記念碑』がたくさんある。彼らに代償を支払わせている」と付言した。さらに、「２０２５年には、道路でイスラエル軍に

投石した者４２人を殺害した」と言った。２０２３年１０月以降、占領下の西岸地区でイスラエル軍は少なくとも１，１６

９人のパレスチナ人を殺害し（うち２４２人は子ども）、１１，８８５人負傷させた。 

 ＊ベン・グヴィルの誕生日ケーキ、絞首刑の飾り：イタマル・ベン・グヴィル国家安全保障相は５月２日、５０歳の誕生

日を祝った。誕生日ケーキは金色の絞首刑の綱で飾られ、傍に「時には夢が叶う」という言葉が添えられていた。これは、

彼が強く推進したパレスチナ人囚人に対する死刑制度が法制化したこと示唆したものだ。 

 

米国ニュース 

 ＊キューバ人男性がICE の拘留施設で死亡：３３歳のキューバ人、デニー・アダン・ゴンザレスが４月２８日、ジョー

ジア州のスチュワード拘留センターで死亡したと、ICE が５月１日に発表した。ゴンザレスは独房内で意識不明の状態で

発見され、心肺蘇生などの「救命措置」を施したが助からなかったとＩＣＥは発表し、死因は自殺と思われると言った。彼

の死で、２０２６年に入ってからＩＣＥ拘留施設に死亡した人は１８人となった。 

 ＊民主党下院選挙委員会、「赤から青へ」リストを２０人に拡大：民主党下院選挙委員会（DCCC)は、共和党（赤）か

ら民主党（青）に議席を入れ替える自信がある選挙区の候補者を選定する「赤から青へ」プログラムに８人の候補者を追加

した。カリフォルニア州第２２選挙区では、共和党のデイビッド・バラダオ下院議員の議席を奪おうと、DCCC は、州議

会議員で医師のジャスミート・ベインズを、議会進歩派議員連盟と議会ヒスパニック議員連盟の支持を受けているランデ

ィ・ビジェガスより支持している。ペンシルベニア州第７選挙区では、DCCC は、消防士組合の会長で、保守派のブル

ー・ドッグ PAC、進歩派のバーニー・サンダース上院議員、ペンシルベニア州知事ジョシュ・シャピロという異例な顔合

わせの支持を受けているボブ・ブルックスを、海兵隊退役軍人で司法省職員のライアン・クロスウェルよりも支持してい

る。 

 ＊第５巡回控訴裁判所、中絶薬ミフェプリストンを遠隔医療で処方したり、郵送することを一時差し止め：連邦控訴裁判

所の判事団は５月１日、妊娠中絶医師が遠隔医療でミフェプリストンを処方し郵送で届けることを差し止めた。これは、対

面診療要件を撤廃したFDA（食品医薬品局）の規則を一時停止する措置である。この裁判所命令は、ルイジアナ州が FDA

を相手取って起こした訴訟から生まれた。州は、FDA が郵送で中絶薬を提供できるようにしたので、州の中絶禁止法を州

民が回避するようになると主張して起訴した。第５巡回控訴裁判所はルイジアナ州に有利な判決を下し、州はこの件で「回

復不可能な損害を被ったことを立証したと判断した。現在、米国の中絶のほぼ３分の２は薬物による中絶である。 

 ＊ユダヤ人教育機関のニュースクールのヒレルがイスラエル国防軍に資金提供：ニューヨーク市にあるニュースクールの

ヒレル・インターナショナルの学生自治会は５月１日、ヒレルが学生が義務として納入する授業料から、ガザ回廊で救急隊

員を殺害して非難されている悪名高いゴラニ旅団を含むイスラエル軍部隊への「兵站支援」に学生を派遣する資金として使

っているのを発見し、ヒレルへの資金提供を停止することを決議した。大学側の広報官は、学生自治会には「登録学生団体

の承認、資金に関する資格、公式地位を決定する権限はない」としてその投票を拒否し、「大学当局は、学生自治会の行動

に対して直ちに対処し、現在も将来も学生としての範囲内で行動するよう指導する」という声明を出した。 

 ＊トランプ大統領、ドイツ駐留米軍の「大幅削減」を表明：米国防総省が、メルツ首相の米国のイラン戦争批判への報

復として、５月１日ドイツ駐留米軍の５０００人削減を発表したが、トランプ大統領は５月２日、さらに大幅削減を計画し

ていると述べた。彼は「大幅に減らす。５０００人よりももっと多く減らす」と記者団に語った。５０００人撤退はドイツ

駐留米軍約３６，０００人の７分の１にあたるが、今後６～１２カ月間かけて実施される。各部隊には事前通知がなく、

「リアルタイム」で知らされると、匿名を条件で国防省関係者が CNBC に語った。この削減撤退は即座に議会の反発を招

き、共和党のロジャー・ウィカー上院軍事委員会委員長とマイク・ロジャース下院委員長は５月２日、この決定を「非常に

懸念している」と述べた。 

 ＊タッカー・カールソン、ネタニヤフ首相がトランプ大統領を「完全支配」しているとNY タイムズに語った：保守系コ

メンテーターのタッカー・カールソンはニューヨーク・タイムズのインタビューで、トランプ大統領はイスラエルのネタニ

ヤフ首相の「人質」になっていると述べた。その証拠として、トランプ大統領が求めていた米・イラン停戦交渉をイスラエ

ルが頓挫させたこと、そしてトランプ大統領が仲介したレバノンの停戦を無視してイスラエルが南レバノン攻撃を続けてい
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ることを挙げた。トランプ大統領がこれに対し公けに沈黙しているのは「奴隷状態」、「一方が他方を完全支配している」状

態だと述べた。また、このインタビューの中で、カールソンはメイン州の民主党上院議員候補のグラハム・プラトナーの外

交政策を条件付きで称賛したが、国内政策では意見が異なると言って、「いかなる種類の移民も正当化されない」と述べ

た。 

 ＊ジェイク・サリバンとベン・ローズ、２０２８年大統領選挙を前に、国家安全保障行動グループを再建、パレスチナ系

米国人のマヘル・ピーターをリーダーに起用：民主党幹部らは、２０２８年の大統領選挙を前に、バイデン政権で国家安全

保障担当補佐官を務めたジェイク・サリバンと、オバマ政権の側近だったベン・ローズが共同設立した外交政策グループを

再結成する。この国家安全保障行動グループのリーダーに、パレスチナ系米国人のマヘル・ピーターを就任させる。ピータ

ーはバイデン政権の国家安全保障会議に所属した後、２０２３年にアダム・シフ上院議員の事務所に入ったと、アクシオス

が報じている。この行動グループ再現は、民主党の外交政策の方向が「大きく開放された」と一般に評される中で起きた。

イスラエルのガザ戦争への米国の支援の主要立案者であるサリバンと、ガザ戦争をジェノサイドと表現するローズの２人

が、引き続き行動グループに関与する。 

 ＊ミシガン大学教授が卒業式スピーチで親パレスチナ派学生を称賛し、大学当局が謝罪した：ミシガン大学の歴史研究

者でマッカーサー・フェローシップ受賞者のデレク・ピーターソンは、５月２日の卒業式スピーチで、「我々の目をガザに

おけるイスラエルの戦争の不正と非人間性に開いた」功績で、親パレスチナ活動家学生に感謝の意を表明した。大学当局は

同教授を非難し、ドメニコ・グラッソ学長は、ピーターソン発言について直ちに謝罪し、「人を傷つける」「無神経な」「不

適切な」発言であり、ミシガン大学の「公式見解」ではないと述べた。 

 ＊モロッコで米兵２人が行方不明：米アフリカ軍は５月３日、モロッコ南西部タンタン付近のカプ・ドラア訓練場付近

で、米兵２人が５月２日に行方不明になったと発表した。毎年恒例の多国共同軍事演習「アフリカン・ライオン」の最中の

ことで、米軍、モロッコ軍、その他パートナー国の部隊が、地上、航空、海上部隊をも動員して捜索活動を行っている。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊トランプ大統領、キューバに包括的制裁措置を課す：トランプ大統領は５月１日、キューバに対し、エネルギー、防

衛、金属、鉱業、金融サービス、安全保障分野を対象に、新たな包括的制裁措置を課す大統領令に署名した。また、制裁対

象分野で取引を仲介する外国人にも二次的制裁を課す。トランプ政府は、キューバがイランとヒズボラと連携し、「米国本

土から１００マイル以内の場所で、米国に敵対的な外国の情報活動、軍事活動、テロ活動に容認的環境を提供している」と

非難した。キューバのミゲル・ディアス・カネル大統領は、米国の措置を「残酷なジェノサイド的」封鎖を一層強化するも

ので、島を窒息させ、全国的大規模停電の要因となっていると非難した。 

 ＊イラク、２０１１年以来初めてシリア経由で石油輸送：シリアのＳＡＮＡ通信によると、イラクの原油タンカー７０隻

分のコンボイが５月１日、アル・ヤルビヤ国境検問所を経由してシリアに入国し、地中海沿岸のバニヤス製油所に向かっ

た。これは、２０１１年にシリア内戦で封鎖されたアル・アルビヤ国境が初めて原油の陸路ルートとして使用されたことを

意味する。ホルムズ海峡封鎖により、イラクの原油生産量は日量４００万バレルから約１１０万バレルに激減し、国家収入

が７０％も減少したため、イラク政府は代替えルートを模索していた。 

 ＊シナロア州知事、米国の麻薬密売容疑で起訴され、休職：メキシコのシナロア州知事のルベン・ロチャ・モヤ知事

は、自分と他の職員が政治的支援と賄賂の見返りにシナロア・カルテルを援助したとして米国で起訴されたことを受け、

「一時休職」すると発表した。州都クリアカン市の市長も起訴され、休職を発表した。 

 ＊南ウクライナのヘルソンでバスがロシアのドローン攻撃を受け、２人死亡、７人負傷：５月２日明け方、ロシアはへ

ルソンでバスをドローン攻撃し、２人が死亡し、７人が負傷したと地元当局が発表した。犠牲者のほとんどは公共事業従事

者であった。ウクライナ空軍は、５月２日夜にロシアは発射した長距離ドローン１６３機のうち１４２機を撃墜したと発表

した、また、オデッサ州でも攻撃があり、港湾の倉庫と周辺の建物が被害を受けた。 
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 ＊ウクライナ、ロシアの石油港とシャドー・フリート2・タンカー船団を攻撃：ウクライナはロシア最大のバルト海の石

油輸出港の一つに数十機のドローンを発射した。地元知事によると、火災が発生したが、原油流出はなかった。また、ゼレ

ンスキー大統領はこれとは別に黒海沿岸のノヴォロシースク港付近で非合法タンカー２隻を攻撃したと発表し、「これらの

タンカーは石油輸送に活発に使われてきたが、もはや使用できない」と言った。 

 ＊ジャン・リュック・メランション、４度目のフランス大統領選出馬を表明：左派政党「不服従のフランス」の党首、ジ

ャン・リュック・メランション（７４歳）は５月３日、２０２７年の大統領選への出馬を表明し、TF1（テー・エフ・ア

ン、民間TV 局）のインタビューで「そう、私は候補者です｝と言った。２０２２年の決戦投票で僅か１．２ポイント差で

敗れたメランションは、第五共和政を「第六共和政」に置き換える、フランスのNATO 脱退、イスラエルへの武器禁輸措

置を公約に掲げ、「イスラエル経済は欧州なしでは存続できない」と５月３日のインタビューで述べた。現職のマクロン大

統領には任期制限があり、極右のマリーヌ・ルペンは EU 資金横領の罪で５年間の公職追放処分を受けており、現在控訴審

中である。 

 ＊米軍とフィリピン軍、台湾近海で対艦ミサイルシステムを誇示：米軍とフィリピン軍は、戦略的に重要なルソン海峡沿

いの台湾南方約１６０キロメートルに位置するバテネス州で、１万７０００人以上の兵士が参加する年次演習中に、沿岸対

艦ミサイルシステム「NMESIS」を見せた。一方中国は台湾周辺での海軍活動を活発化させ、スカボロー礁の入り口に防壁

を設置した。中国政府は、フィリピンへの米軍の配備展開をエスカレーション行為として非難し、米国主導の中国「包囲

網」の一環だと主張している。 

 ＊オーストリア、スパイ容疑でロシア外交官人３人を追放：オーストリア外務省は、ロシア大使館職員３人がロシア大使

館や近隣の外交施設の屋上アンテナから衛星傍受作戦を行っていたとして、彼らをペルソナ・ノン・グラータ（好ましから

ざる人物）と指定した。彼らはアンテナを使って、IAEA、OPEC、OSCE など、ウィーンの国際機関のインターネット通

信を傍受していたと言われる。 

 

 

2 制裁を回避するための隠密運行する船舶。 


